
大大空空おおぞら

広報

大空と大地の中で
ふれあいと語らいで
創る感動のまちＰｕｂｌｉｃ　Ｉｎｆｏ r ｍ ａｔｉｏｎ

２００７
（平成１９年）
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Ｏｚｏｒａ

１２月号

芸術の秋 !未来のスターが勢ぞろい！
　各学校や幼稚園・保育園では、それぞれ学芸会（学校祭）や

お遊戯会が開催されました。

　趣向を凝らし、この日のために準備した衣装を身にまとった

子どもたちは、日頃からの練習の成果を出し切り、集った家族

を楽しませました。　



ま
る
わ
か
り

特集

大
空
町
の
ま
ち
づ
く
り

　　どもは「未来の夢・次代の希望」であり、子どもたち

　　が健やかに生まれ育つことは、誰もが願うことです。

　しかし、近年は少子化の一層の進行と児童虐待の急増、

子育て支援の深刻化など、子どもを取り巻く地域社会や家

庭環境が大きく変化し、子どもの成長に影響を及ぼしてい

ます。

　このような状況の中で、地域社会で子どもの成長をあた

たかく見守るためには、家庭での育児不安や悩み、相談を

受け止められるような支援への取り組みが必要となってき

ます。

　今回は、子育てをする中で負担が大きく感じられる乳幼

児期の支援について、大空町が行っている制度や事業等を

ご紹介します。

　子ども達を健やかに育むために、大空町の様々な子育て

支援の制度や事業などをご活用ください。　

子

大
空
町
の
子
育
て
支
援

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

妊
娠
期
の
子
育
て
支
援

母子健康手帳の交付

交付の際、妊娠中の生活や

栄養についての相談を行い

ます。

妊婦一般健康診査

健康診査に係る費用を一部

助成しています。また、健

診受診票は、母子健康手帳

交付の際にお渡しします。

母親学級・両親学級

安心して妊娠期を過ごし、出産

に臨んでいただけるように開催

しています。

対象者には、個別に案内します。

○母親学級

妊娠中の悩みや不安を話し合っ

たり、過ごし方や栄養・お産等

について学ぶことが出来ます。

○両親学級

体験学習（赤ちゃんのお風呂・

妊婦体験）を中心に行います。

妊婦事前登録

妊娠中の方の住所や出産予定

日、医療機関等を事前に登録

しておくことで、役場や消防

が情報を共有し、緊急時の出

産に備えます。
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乳
幼
児
期
の
子
育
て
支
援

新生児訪問

お子さんが生まれたご家庭

を保健師が訪問し、お子さ

んの発達・発育状態の確認

や育児相談、町の保健事業

の紹介をしています。

乳児健診

生後４か月と６～７か月、

９～１０か月児を対象に、

身体計測や発達確認、内科

健診等を行います。対象者

には、個別に連絡します。

離乳食教室

３～８か月児のお子さんが

いる保護者の方を対象に、

離乳食の進め方や調理実習

を行います。対象者には、

個別に連絡します。

１歳６か月児・２歳児

　　　　　・３歳児健診

身体計測・内科健診・歯科

健診・フッ素塗布等を行い

ます。対象者には個別に連

絡します。

フッ素塗布

１歳以上から就学前児を対

象に、年４回フッ素塗布を

実施しています。予約が必

要となります。広報や生活

カレンダー等でご確認くだ

さい。

＜乳幼児集団接種＞

種　　　　別 接　種　年　齢 接　種　方　法

ＢＣＧ 生後３か月から６か月未満 １回接種

ポリオ 生後３か月から９０か月 ６週間以上あけて２回投与

＜乳幼児個別接種＞

三種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

生後３か月から９０か月 ○初回接種３～８週間の間隔で３回接種
○追加接種初回接種終了後、１２か月～
　１８か月の間に１回接種

麻しん風しん混合ワクチン 第１期：生後１２か月から２４
　　　　か月未満
第２期：５歳以上７歳未満

○第１期　生後１２か月～２４か月に至
　るまでの間に１回接種
○第２期　５歳以上７歳未満であって、
　小学校就学前の１年間の間（いわゆる
　幼稚園・保育園の年長児）に１回接種

予防接種

小学校就学前までの児童に医療

費の助成を行います。

○対　象

　就学前の乳幼児（所得制限があ

　りますので、対象にならない場

　合があります。）

○内　容

　保険診療の自己負担額（乳児健

　診、予防注射な

　どの保険適用外

　になるものは助

　成されません。）

本誌１２ページをご覧くださ

い。

紙おむつを毎日利用する子育て

世帯に、使用済紙おむつを処理

するごみ袋を助成しています。

○支給対象

　町内に住所を有する、満１歳６

　か月未満の乳幼児の保護者

○支給枚数

　５４枚（３０リットル）

　※申請時のお子さんの月齢によ

　　り支給枚数は異なります。

保護者の就労及び疾病などの理

由により、３歳未満児を託児所

等に通所させた場合、託児所に

支払った月額利用料を町の基準

に基づき一部助成しています。

乳幼児医療費助成広域保育

託児通所助成

子育て世帯に対するおむつ用ごみ袋助成

【お問い合わせ先】

○乳幼児医療費助成

　福祉課保険医療係（内線１０７）　住民生活課町民生活係（４３４）

○広域保育・託児通所助成・おむつ用ごみ袋助成（おむつ用ごみ袋のみ、総合支所は町民生活係）

　福祉課社会福祉係（内線１０６）　保健福祉課社会福祉係（６６―２０７０）

○その他の項目

　福祉課健康推進係（内線１１２）　保健福祉課健康推進係（６６―２０７０）

役

役

役

支

支

支

※大空町国保診療所では、ＢＣＧを個別接種することが出来ます。
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先
日
、
妻
と
映
画
を
観
に
い
き
ま

し
た
。『
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
続
・
３
丁

目
の
夕
日
』
で
す
。
昭
和
34
年
、
戦

後
の
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ
と

向
か
う
東
京
が
舞
台
で
す
。
夕
日
に

輝
く
東
京
タ
ワ
ー
が
時
代
を
象
徴

し
、
印
象
的
で
し
た
。

　

道
に
は
、
路
面
電
車
や
オ
ー
ト
３

輪
が
走
り
、
主
人
公
の
家
庭
に
は
テ

レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
扇
風
機
も
あ
り
ま

す
。
当
時
と
し
て
は
裕
福
な
家
庭
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
駄
菓
子
屋
で

お
菓
子
を
買
い
、
ベ
ー
ゴ
マ
で
遊
ん

で
い
ま
す
。
私
の
子
ど
も
の
頃
よ
り

も
少
し
前
で
す
が
、
懐
か
し
く
観
ま

し
た
。

　

映
画
と
前
後
し
て
、
あ
る
方
が
１

枚
の
写
真
を
届

け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
場
所

は
川
湯
の
硫
黄

山
、
時
代
は
昭

和
37
年
頃
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

女
満
別
住
吉

の
旧
緑
部
落
の

日
帰
り
バ
ス
旅

行
の
記
念
写
真

で
し
た
。

　

私
は
２
歳
？

中
央
で
姉
に
支

え
ら
れ
立
っ
て
い
ま
す
。
懐
か
し
さ

の
あ
ま
り
、
こ
の
人
は
誰
そ
れ
。
ど

こ
に
住
ん
で
い
た
。
と
妻
に
説
明
し

て
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
緑
部
落
は
、
奥
深
い
山
の

中
。
電
気
も
な
く
、
ラ
ン
プ
の
生
活

で
し
た
。
姉
兄
が
新
聞
紙
で
磨
い
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

映
画
と
比
べ
る
ま
で
も
な
く
大
変

不
便
な
生
活
で
し
た
。
両
親
が
分
家

を
し
た
昭
和
27
年
に
は
16
戸
あ
っ
た

農
家
も
、
現
在
は
我
家
だ
け
で
す
。

野
山
を
駆
け
回
り
木
の
実
を
採
っ
た

り
、
沢
川
で
魚
を
釣
っ
た
り
、
映
画

の
中
の
子
ど
も
た
ち
と
は
違
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
楽
し
い
少
年
時
代
で

し
た
。

　

ど
ん
な
時
代
で
も
、
誰
の
胸
に
も

幼
い
頃
の
想
い
出
が
あ
る
は
ず
で
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
想
い
出

を
作
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
人
は

ど
ん
な
と
き
、
そ
れ
を
思
い
出
す
の

で
し
ょ
う
。

　

未
来
志
向
で
生
き
て
い
く
こ
と
は

大
切
で
す
が
、
自
分
の
生
い
立
ち
を

振
り
返
る
こ
と
も
必
要
で
す
。11
月
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
会
」

で
も
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
も
自
分
の
原
点
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
今
後
も
生
き
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

※
先
月
号
の
手
記
に
対
し
、
い
ろ
い

ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
自
信
の
思
い
が
、
正
し
く
町
民

皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う
な
文
章
と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
枚
の
写
真

町
長
手
記

期　　日 時　　間 自　治　会　名 会　場　名

１２月１７日（月）

午前９時３０分 住吉・豊里自治会 住吉公民館

午後１時３０分 本郷自治会 本郷公民館

午後６時３０分 湖畔自治会・元町・栄町の全自治会 役場１階１号会議室

１２月１８日（火）

午前９時３０分 湖南自治会 湖南公民館

午後１時００分 朝日・巴沢自治会 朝日公民館

午後６時３０分 昭和の全自治会・東陽・夕陽台・公園・さくら自治会 昭和公民館

１２月１９日（水）

午前９時３０分 中央自治会 中央公民館

午後１時３０分 大東・大成自治会 大成公民館

午後６時３０分 日の出町自治会・錦町の全自治会 役場１階１号会議室

１２月２０日（木）
午前９時３０分 日進・開陽自治会 開陽公民館

午後１時３０分 明生・新富自治会 明生会館

１２月２１日（金）

午前９時３０分 大進・西倉自治会 大進会館

午後１時３０分 末広自治会 末広会館

午後６時３０分 中央区・南・西区自治会 農村環境改善センター

１２月２２日（土）
午前９時３０分 旭台・上東・東区自治会 上東会館

午後６時３０分 北１・北２自治会 北１会館

　１月１１日（金）午後２時００分 山園自治会 山園会館

未　　定 未　　定 千草・福富自治会（決定次第お知らせします。） 福富会館

各自治会ふれあいトーク日程

　　称の「ふれあいトーク」は、町民皆さんとふれあい、広くたくさんの方と

　　お話ししたいという願いが込められています。

　どなたでも参加できますので、町に対する要望やちょっとした気になること

などを町長と懇談しましょう。

　「あなたのひとことが大空町を創ります。」

※一部予定も含みます。改めて自治会回覧等でお知らせします。

※都合により変更になった場合は、各自治会長にお知らせします。

【お問い合わせ先】

　　企画課広報広聴係（内線２１４）

ふれあいトークおおぞら
１２月よりスタート

役

名
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大
空
町
教
育
委
員
会
に
お
い

て
、
公
用
車
の
自
賠
責
保
険
料
支

出
事
務
、
教
員
住
宅
入
居
事
務
、

語
学
指
導
助
手
活
動
車
燃
料
費
支

払
事
務
の
遅
れ
、
さ
ら
に
は
、
語

学
指
導
助
手
活
動
車
が
、
４
月
13

日
か
ら
７
月
20
日
ま
で
車
検
切
れ

の
ま
ま
運
行
さ
れ
る
と
い
う
不
適

切
な
事
務
処
理
が
、
７
月
21
日
に

判
明
し
ま
し
た
。

　

３
件
の
事
務
の
遅
れ
に
つ
い
て

は
、
７
月
23
日
ま
で
に
対
応
処
理

を
行
い
、
無
車
検
車
運
行
に
つ
い

て
は
、
７
月
24
日
に
網
走
警
察
署

へ
届
け
ま
し
た
。

　

無
車
検
車
運
行
は
、
法
令
に
違

反
す
る
こ
と
か
ら
、
警
察
署
及
び

検
察
庁
の
事
情
聴
取
や
司
法
判
断

を
踏
ま
え
て
、
経
過
報
告
並
び
に

当
該
関
係
職
員
の
処
分
を
判
断
す

る
こ
と
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

司
法
当
局
が
、
11
月
14
日
に
法

令
違
反
に
対
す
る
処
分
（
道
路
交

通
法
違
反
「
30
日
間
自
動
車
運
転

免
許
停
止
処
分
」
、
道
路
運
送
車

両
法
違
反
「
不
起
訴
処
分
」
）
を

決
定
し
た
の
を
受
け
て
、
直
ち
に

関
係
職
員
の
処
分
を
決
定
し
ま
し

た
。
大
空
町
職
員
の
懲
戒
処
分
に

係
る
公
表
基
準
に
基
づ
き
町
民
皆

さ
ん
へ
経
過
を
ご
報
告
す
る
と
と

も
に
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
不
祥
事
は
、
本
年
６
月

に
報
告
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
た

「
過
年
度
未
払
金
の
不
祥
事
」
に

関
係
し
た
担
当
職
員
の
職
務
怠

慢
、
虚
偽
報
告
と
法
令
遵
守
意

識
の
欠
如
に
端
を
発
し
ま
す
が
、

管
理
監
督
す
べ
き
立
場
に
あ
る

職
員
の
検
査
体
制
が
、
適
切
に

機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

も
問
題
が
あ
っ
た
と
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

法
令
遵
守
を
基
本
と
し
て
、

信
頼
回
復
に
向
け
た
取
組
み
を

開
始
し
た
矢
先
に
、
再
度
の
不

祥
事
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
、
重
ね
て
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

担
当
職
員
並
び
に
関
係
職
員

に
つ
き
ま
し
て
は
、
度
重
な
る

過
ち
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

厳
し
い
処
分
を
く
だ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
過
ち
を
繰
り
返

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
内
部

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し
、
公

用
車
管
理
情
報
の
一
元
化
な
ど
、

再
発
防
止
策
の
徹
底
を
図
り
、

町
民
皆
さ
ん
の
信
頼
を
回
復
で

き
る
よ
う
、
職
員
と
と
も
に
一

層
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
政
の
推
進
に

対
し
、
ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
19
年
12
月
１
日

　
　

大
空
町
長　

山
下　

英
二

　
　

妹
都
市
交
流
の
一
環
と
し
て
、

　
　

町
内
の
農
業
者
有
志
が
「
い

な
ぎ
市
民
祭
」
（
会
場
：
東
京
都

稲
城
市 

稲
城
中
央
公
園
）
に
参

加
し
、
10
月
27
日
・
28
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
旬
の
特
産
品
（
地
場

農
産
品
等
）
を
販
売
し
、
大
空

町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。
販
売
初

日
は
台
風
20
号
が
接
近
し
、
風
雨

の
中
で
の
販
売
と
な
り
ま
し
た
が
、

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
買
い
求

め
る
人
々
が
来
店
し
、
一
部
の
農

産
物
が
数
時
間
で
完
売
に
な
る
ほ

ど
で
し
た
。

　

２
日
目
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
前

日
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
人
々
で
賑

わ
い
、
今
回
用
意
し
た
約
８
ｔ
も

の
地
場
農
産
品
は
ほ
ぼ
完
売
し
、

大
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

「Ⅰ（あい）のまちいなぎ　市民祭」
　　　　　　で地場産品を販売！

し
た
。

　

ま
た
、地
場
農
産
品
販
売
の
他
、

Ｊ
Ａ
稲
城
青
壮
年
部
と
の
交
流
会

も
開
催
さ
れ
、
農
業
者
有
志
が
本

町
か
ら
持
ち
込
ん
だ
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
鍋
を
囲
み
、
夜
遅
く
ま
で
語
り

合
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
を
続

け
て
い
く
予
定
で
す
。
自
分
で
生

産
し
た
農
産
物
を
販
売
し
、
稲
城

市
民
と
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
し
て

み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

東京都稲城市交流事業

姉妹都市交流

参加者レポート

お 

詫 

び

姉
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My Town Gallery

まいたうんギャラリー

　広報では、より新鮮で町民皆さんの身近な話題な

どを掲載したいと考えています。

　皆さんの周りの出来事や情報のほか、ご意見等が

ありましたら、　　企画課広報広聴係（内線２１４）

までお気軽にご連絡をお願いします。
役

　女満別空港ビルの火災訓練が行われました。

　空港ビル２階のレストラン厨房から出火し、負

傷者が発生したという想定で行われ、空港ビル関

係者と消防職員が、万が一の火災に備えました。

１０／

２３

１０／

２７

　増田総務大臣の「くるまざ対話ｉｎ北海道」が

開陽公民館で行われ ､ 開陽自治会の皆さんと農業

問題等について懇談しました。

　精神保健講話が研修会館で行われました。

　講師に前口 邦雄さん（財団法人パブリックヘ

ルスリサーチセンター・札幌商工診療所院長）を

招き、ストレスが心と体に影響を与えることや、

ストレスの解消には、温泉が有効とのアドバイス

をいただきました。

１０／

２５

１０／

２９

　水害等に備えて、陸上自衛隊美幌駐屯地第１０

１特科大隊と大空消防署が、水防技術の向上のた

めの水防訓練を行いました。

１０／

３０

１１／

　２

　大空町東藻琴出身書家の諸留大穹さん（もろと

めたいきゅう・東京都在住）が、東藻琴小学校と

女満別小学校で書道の指導をしてくれました。

　東藻琴小学校の６年生と女満別小学校５年生及

び豊住小学校の５・６年生は、特注の大筆でダイ

ナミックな文字を描きました。

　１０月１７日から２４日までの８日間、東藻琴

高校の研修見学旅行が行われました。生徒たちは

熊本県のみかん農家に宿泊し、みかんの収穫・選

別などの実習を体験しました。

　３０日には、２年生の伊勢谷くんが来庁し、「熊

本のみかんは美味しかったです」と町長に研修見

学旅行の報告をしてくれました。
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１１／

　４

　恒例の古本市（女満別図書館古本市実行委員会

主催）が女満別図書館で行われ、開始直後からた

くさんの人で賑わいました。

※東藻琴図書館は、１２月１５日に古本市を開催

　します。

１１／

　３

　平成１９年度大空町表彰式が議事堂文化ホール

で行われました。

　町の振興発展に貢献された方や他の模範になっ

た方など１０人の方が表彰されました。

　おめでとうございます。

１１／

１０

　１１月１０日・１１日、東高祭が行われました。

　１０日は、寒中裸神輿が行われ、さらし姿の生徒たち

は、寒い気候にも負けず、元気に街中を練り歩きました。

　また、１１日は、収穫祭が行われ、生徒たちが育てた

花や野菜、ソーセージなどの肉加工品が販売され、たく

さんの人で賑わいました。

～もこと山ふきおろしマラソン～

　１０月２８日、もこと山ふきおろしマラソン大会が行われ、小学生か

ら大人まで５５３人の参加者が、健脚を競いました。

　大会当日は、天候にも恵まれ、藻琴山の美しい景観を楽しみながら、

マイペースで快走しました。

藻琴山の景色を楽しみながら・・

１１／

１６

　税の書道展（大空町女満別・東藻琴青色申告会

主催）の入選者表彰式が、地域振興会館で行われ

ました。

　入賞者の作品は、１１月２９日まで網走信用金

庫女満別支店に展示されました。また、１２月３

日から１１日までは ､同金庫東藻琴支店で展示さ

れます。

　

10
月
17
日
か
ら
20
日
ま
で
、

帯
広
市
に
て
開
催
さ
れ
た
平
成

19
年
度
北
海
道
枝
肉
共
励
会
乳

用
雄
肥
育
牛
の
部
に
お
い
て
、

小
崎
剛
さ
ん
（
福
富
）
所
有
牛

が
見
事
に
優
秀
１
席
（
２
位
相

当
）の
成
績
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
空
町
産
和
牛

　

優
秀
１
席
獲
得

１１／

１７

　Ｎ５の皆さんと小学生により、東藻琴版画カレ

ンダーの印刷作業が東藻琴Ｂ＆Ｇ海洋センターで

行われました。

　完成されたカレンダーは、公共施設などに掲示

されます。
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素
晴
ら
し
い
作
品
が
い
っ
ぱ
い

町
民
文
化
展
が
行
わ
れ
ま
し
た

女満別地区

　○日時　１１月２日～４日

　○場所　ゲートボールセンター

　　　　　女満別研修会館

　 心身に障がいを
お持ちの方に対しての

　　祉の増進を目的として、心身に障がいをお持ち

　　の方が、道内の医療機関、または社会復帰施設

等へ判定・診断・訓練・検査・治療及び相談のため

に通院、または通所するためにかかった経費を助成

しています。

☆対象となる方は・・・

○身体障がい者手帳の１・２級（内部障がいは３級

　まで）の交付を受けている方　

○療育手帳の交付を受けている方及び知的障がいと

　判定または診断された方

○特定疾患及び小児慢性特定疾患の治療を受けてい

　る方

○腎臓機能障がいにより、人工透析療法による医療

　の給付を受けている方

○精神障がい者保健福祉手帳の交付を受けている方

　及び精神障がいと判定または診断された方

○上記に該当するかどうか疑いをもって、判定、診

　断、検査等を受けられる方

交通費助成
☆助成の対象となる経費とは・・・

○ＪＲ普通旅客運賃

○バス運賃（ＪＲとバスの並行区間については

　ＪＲ普通旅客運賃により算定します。）

○急行料金（片道５０キロメートル以上）

○特別急行料金（片道９０キロメートル以上）

○宿泊料は、１泊につき９, ０００円となりま

　す。（片道１００キロメートル未満の旅行及

　び３泊目からの宿泊料は、除きます。）

※心身に障がいをお持ちの方は、７割助成

※介添者については、５割助成

　ただし、自家用車を利用した場合は、旅行し

た距離に応じて、１km あたり２０円で算出し

た交通費の３分の１の助成となります。

　なお、所得制限などで助成を受けられない場

合もありますので、詳しくはお問い合わせくだ

さい。

【お問い合わせ先】

　　福祉課社会福祉係（内線１０７）

　　保健福祉課社会福祉係（６６―２０７０）

役

支

東藻琴地区

　○日時　１１月３日～４日

　○場所　東藻琴農村環境

　　　　　　　　　改善センター

福
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▲広地光明さん（小樽市）、松本光江さん（北見市）、

広地敬さん（札幌市）の３氏から、大空町のまち

づくりのために、１００万円のご寄付がありまし

た。

　ありがとうございました。

▲書家の諸留大穹さん（もろとめ　たいきゅう）

から、書アート「子供の情景２００７」の寄贈が

ありました。

　ありがとうございました。

　寄贈された作品は、女満別小学校に展示されて

います。

※写真は、町民文化展（女満別地区）で展示され

　ていたときの様子

　多田幸安さん（東陽）は、永きにわたり監査委

員として、地方自治の発展に尽力された功績など

が認められ、総務大臣表彰を受けられました。

　おめでとうございます。

　関　徳安さん（北二区）は、ほっかいどう森づ

くりコンクールカラマツ部門において、奨励賞を

受賞されました。

　おめでとうございます。

多田　幸安さん
総務大臣表彰受賞

関　徳安さん
ほっかいどう森づくりコンクール奨励賞受賞

ご寄付・ご寄贈ありがとうございました

　知床牛生産者組合の皆さんが、東藻琴小学校開

校百周年を記念して、地元産の知床牛を提供して

くださいました。ありがとうございました。

　寄贈を受けた牛肉は、１１月１４日に東藻琴小

学校及び東藻琴中学校の給食の牛丼として調理さ

れ、子どもたちは、牛丼をおいしそうに食べてい

ました。

▲
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入居者募集

　

健診名【検査内容】 対　　象 料　　金

基本健診【尿・血液・心電図・眼底・診察】 30 ～ 64 歳 2,890 円

基本健診【上記基本健診と生活機能検査】 65 歳以上 3,610 円

肝炎検査【血液検査】 下記参照 790 円

胸部検診【胸部レントゲン】 65 歳以上 無　料

骨粗しょう症健診【骨塩測定】 20 歳以上
男　1,050円

女　　420円

胃がん検診【バリウム検査】 30 歳以上 1,680 円

大腸がん検診【便潜血検査】 40 歳以上 750 円

肺がん検診【胸部レントゲン】 40 歳以上
250 円

（喀痰 1,000 円）

前立腺がん検診【血液検査（ＰＳＡ）】 40 歳以上 1,890 円

乳がん検診【触視診】 30 歳以上 710 円

マンモグラフィー　【40歳代　　２方向レントゲン】

　　　　　　　　 【50 歳以上　１方向レントゲン】

40 歳代 1,340 円

50 歳以上 920 円

子宮がん検診【頸部細胞診・超音波】 20 歳以上 1,590 円

※健診の対象年齢は、平成２０年３月３１日時点での年齢となります。

※肝炎検査の対象は、４０歳の方と４１歳から７５歳までの間に一度も

　肝炎検査を受けていない方です。

※マンモグラフィーの対象は、乳がん検診（視触診）を受診される方で

　す。撮影方法によって受付時間を指定させていただきます。

※乳・子宮がん検診だけを受診される方は、午後の受付となります。

健 診 内 容 と 料 金

　
　

の
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。　

　
　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
健
康
の
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
）

　

な
お
、
各
健
診
の
受
診
は
、
１
人

年
１
回
で
す
。
事
業
所
健
診
を
受
け

て
い
る
方
、
病
院
で
検
査
を
受
け
て

い
る
方
は
、
町
の
健
診
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

★
申
し
込
み
締
め
切
り

　

12
月
21
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
１
１
３
）

　
　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
　
　
　

（
TEL
６
６

－

２
０
７
０
）

役支

冬 平
成
19
年
度

☆
平
成
20
年
１
月
24
日
（
木
）

○
対
象　

男
女

○
受
診
項
目　

　

乳
が
ん
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

　

・
子
宮
が
ん
検
診
を
除
く
全
て

○
受
付
時
間　

　

午
前
７
時
～
11
時
で
30
分
毎

　

に
受
付

☆
平
成
20
年
１
月
25
日
（
金
）

○
対
象　

女
性
の
み

○
受
診
項
目
・
受
付
時
間　

・
前
立
腺
が
ん
検
診
を
除
く
全
て

・
午
前
７
時
～
11
時
で
30
分
毎

　

に
受
付
（
乳
が
ん
・
マ
ン
モ

　

グ
ラ
フ
ィ
ー
・
子
宮
が
ん
検

　

診
は
午
後
も
行
い
ま
す
。
午

　

後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

　

で
30
分
毎
に
受
付
。）

☆
平
成
20
年
１
月
26
日
（
土
）

○
対
象　

女
性
の
み

○
受
診
項
目
・
受
付
時
間　

・
前
立
腺
が
ん
検
診
を
除
く
全
て

・
午
前
７
時
～
11
時
で
30
分
毎

　

に
受
付
（
乳
が
ん
・
マ
ン
モ

　

グ
ラ
フ
ィ
ー
・
子
宮
が
ん
検

　

診
は
午
後
も
行
い
ま
す
。
午

　

後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

　

で
30
分
毎
に
受
付
。）

☆
平
成
20
年
１
月
27
日
（
日
）

○
対
象　

男
女

○
受
診
項
目　

　

乳
が
ん
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

　

・
子
宮
が
ん
検
診
を
除
く
全
て

○
受
付
時
間　

　

午
前
７
時
～
11
時
30
分
で
30

　
分
毎
に
受
付

会場：フロックス 会場：女満別研修会館

日

程

しらかば第２団地３月完成予定

　３月完成予定のしらかば第２団地（女満別地区）

町営住宅の入居者を募集します。

　希望者は、次によりお申し込みください。

●所 在 地　女満別西５条２丁目３６２番地の１０

●住宅仕様　鉄筋コンクリート造２階建て		

●募集戸数　８戸（３ＬＤＫ２戸・２ＬＤＫ６戸）	

●募集期間　平成１９年１２月３日（月）

　　　　　　　　　～平成２０年１月３１日（木）	

●入居資格　町内に居住できる低額所得者で住宅に

　　　　　　困窮している方				  

●入居決定時期　平成２０年２月中旬			 

●入居時期　平成２０年３月下旬			 

●家　　賃　所得等に応じて異なりますので、お問

　　　　　　い合わせください。			 

●申込方法　所定の申込書で役場建設課・総合支所

　　　　　　建設水道課にお申し込みください。（申

　　　　　　込書は申し込み先にあります。）

【お申し込み・お問い合わせ先】

　　建設課管理係（内線３２２）

　　建設水道課土木管理係（内線４２２）支

役

冬
の
健
康
診
査
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平成２０年４月から始まります！！

新しい健康診断
　　　・保健指導

【お問い合わせ先】

　　福祉課保健医療係（内線１０７）

　※または、ご加入の医療保険者。

　４０歳から７４歳までのすべての方が対象とな

ります。

※７５歳以上の方については、現在、北海道後期

　高齢者医療広域連合が健診の実施方法等を検討

　中です。

目　

的

　メタボリックシンドロームに着目した健診と保

健指導を行い、生活習慣病の有病者や予備群を平

成２７年度までに２５％減少させることを目指し

ています。

　運動不足や食生活の変化などから、心疾患、脳

血管疾患、糖尿病等の生活習慣病が増大していま

す。住民の方が生涯にわたり健やかに暮らすため

には、動脈硬化の危険因子である糖尿病、高血圧

症、脂質異常症等の発症や進行の予防に重点を置

いた取り組みが重要になってきています。

理　
　

由

　病気と生活習慣との関連を理解し生活習慣病の

改善を自ら行えるように支援します。

　なお、具体的な実施方法等については、決定次

第、広報等でお知らせします。

内　

容

役

対

象

者

今まで健診方法は・・・
　病気の早期発見・治療が目的でしたが・・

これからの健診方法は・・・
特定健診・特定保健指導

○メタボリックシンドローム及び予備群の抽

　出が目的

○保健指導はリスク別に必要度に応じて実施

健診によりメタボリックシンドローム該当者

及び予備軍等をリスクの数で階層化

階層化
結果に基づき

生活習慣病発病の危険度により対象者をグループに分ける

積極的支援 動機付け支援 情報提供 受診勧奨

個人のリスクや必要性に応じた保健指導

生活習慣病の発病は突然でなく、

その１０年以上も前から健診で予

兆を知ることができます。

健診は１年に１回は、

必ず受診しましょう！

メタボリックシンドロームとは・・・

内臓脂肪症候群といい、内臓脂肪型肥満に加え、

高血糖、高血圧、脂質異常という危険因子を２

つ以上持っている状態をいいます。

　エアゾール式簡易消火具の一部が、製造工程上の不具合が原

因で内部腐食が進行し、液漏れや亀裂、破裂などによる事故が

発生しています。

　事故が発生している消火具は、平成１３年１１月から平成

１４年７月に製造（品質保証期間は平成１７年１月から１０月

まで）したものです。

　該当製品をお持ちの方は、早急に業者へ連絡してください。

【お問合わせ先】

フリーダイヤル０１２０－８０１－０８４

受付時間　月～金曜日午前９時から午後５

　　　　　時まで（祝日を除く）

ヤマトプロテック株式会社

　　　http://www.yamatoprotec.co.jp

エアゾール式簡易消火具の不具合（亀裂・破裂）に係る注意喚起
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【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　

（
内
線
１
０
６
・
１
１
１
）

豊
住
保
育
園

　
　

住
保
育
園
で
は
、
平
成
20
年

　
　

度
か
ら
新
た
に
入
園
を
希
望

す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

入
所
の
対
象

■
募
集
人
数　

10
人
程
度

■
保
育
期
間　

平
成
20
年
４
月
１

　

日
～
平
成
21
年
３
月
31
日

■
保
育
時
間　
　

○
月
曜
日
～
金
曜
日　

◆
通
常
保
育　

午
前
８
時
～
午
後
４
時

◆
延
長
保
育　

午
後
４
時
～
午
後
６
時

○
土
曜
日　

午
前
８
時
～
正
午

■
申
込
期
間　

12
月
３
日
（
月
）

　

～
12
月
20
日
（
木
）

※
役
場
で
受
付
け
ま
す
。
ま
た
、

　

お
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
へ
は
、

　

後
日
面
接
の
連
絡
を
し
ま
す
。

■
入
所
料　

１
人　

２
，
１
０
０
円

■
保
育
料　

月
額
一
人
当
り
の
保
育
料

募
集
の
概
要
・
・
・

●
事
業
主
等
の
雇
用
証
明
書
（
右

　

記
①
②
の
場
合
）

●
母
子
手
帳
の
写
し
（
右
記
③
の
場

　

合
）

●
診
断
書
の
写
し
（
右
記
④
⑤
の
場
合
）

●
２
歳
児
（
平
成
17
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で

に
出
生
し
た
幼
児
）
で
、
保
護

　

者
及
び
同
居
の
親
族
等
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
。

①
居
宅
外
で
常
に
労
働
し
て
い
る

②
居
宅
内
で
幼
児
と
離
れ
て
日
常

　

の
家
事
以
外
の
労
働
を
常
に
し

　

て
い
る

③
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
出
産
後
間

　

が
な
い

④
疾
病
に
か
か
っ
て
い
た
り
、
負

　

傷
又
は
精
神
も
し
く
は
身
体
に

　

障
が
い
を
有
し
て
い
る

⑤
長
期
に
わ
た
り
疾
病
又
は
精
神

　

も
し
く
は
身
体
に
障
が
い
を
有

　

す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護

　

し
て
い
る

※
保
育
を
要
す
る
３
歳
か
ら
５
歳

　

児
で
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
に
必
要
な
も
の

　

町
で
は
、
児
童
の
保
護
者
が
上

記
豊
住
保
育
園
の
入
所
の
対
象
に

記
載
し
て
い
る
①
～
⑤
の
理
由
に

よ
り
、
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
で
、
な
お
か
つ
同

居
の
親
族
等
が
児
童
を
保
育
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
他
の

地
方
自
治
体
と
調
整
の
う
え
、
そ

の
地
方
自
治
体
に
保
育
を
委
託
す

る
広
域
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

広域保育
のお知らせ

■
保
育
期
間　
　

　

平
成
20
年
４
月
１
日

  
  　

　

～
平
成
21
年
３
月
31
日

■
対
象
児
童　

　

３
歳
未
満
児

■
受　
　

付    

　

12
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
12
月
20
日
（
木
）

※
希
望
す
る
自
治
体
保
育
所
の
空

　

き
状
況
に
よ
り
、
委
託
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
１
０
６
）

役

役

園

児

募

集

区

分

３
歳
未
満
児

３
歳
以
上
時

通
常
保
育
７
，
３
５
０
円

５
，
２
５
０
円

延
長
保
育
３
，
６
７
０
円

２
，
６
２
０
円

ほめてあげてね！
―虫歯ゼロの子紹介―

中　西　由　太くん

（北二区）

佐　藤　海　理くん

（西　区）

森　　　紅　葉ちゃん

（元町第２）

佐　藤　蒼　馬くん

（豊　里）

坂　本　悠太朗くん

（東　陽）

山　本　瑠　菜ちゃん

（豊　里）

阿　部　和　志くん

（栄町しらかば）

宮　田　侑　弥くん

（住　吉）

倉　沢　歩　希ちゃん

（栄町第３）

坂　巻　　　海くん

坂　巻　　　空くん

（北２区）

豊

12広報おおぞら　平成 19年 12 月号



国民年金の請求手続きは
お済みですか？

　

昭
和
17
年
11
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
は
、

65
歳
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
国
民
年
金
の

請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【お問い合わせ先】

　北見社会保険事務所　TEL ０１５７－２５－９６３１

　   住民課町民係　　　　　（内線１０２）

　   住民生活課町民生活係　（内線４３１）

国民年金

支

役

◎日時　１２月４日（火）午前１０時～午後３時

◎会場　網走市オホーツク文化交流センター

　　　　　（エコーセンター）

　　　　網走市北２条西３丁目３番

　　　　（ＴＥＬ０１５２－４３－３７０４）

１２月社会保険事務相談所

　　　　　　　開設のお知らせ
「ねんきんあんしんダイヤル」

　　　　　　をご利用ください

　「ねんきんあんしんダイヤル」は、年金記

録に係る電話相談を２４時間（土・日曜日も

含む）受け付けています。

ＴＥＬ０１２０－６５７８３０（フリーダイヤル）

　

冬
期
間
失
業
さ
れ
る
方
は
、
厚

生
年
金
の
加
入
資
格
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
国
民
年
金
へ
の
種
別

変
更
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ま
で
厚
生
年
金
の

扶
養
と
な
っ
て
い
た
方
は
、
国
民

年
金
保
険
の
１
号
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
手
続
き
は
・
・
・

　

離
職
し
た
こ
と
を
証
す
る
書

類
・
年
金
手
帳
・
印
鑑
を
持
参
し
、

役
場
住
民
課
町
民
係
・
総
合
支
所

住
民
生
活
課
町
民
生
活
係
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
さ

れ
る
方
は
、
離
職
票
又
は
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

忘
れ
ず
に
届
出
を
！

　

一
部
納
付
免
除
は
、
経
済
的
理

由
等
に
よ
り
、
一
時
的
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
が
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
保
険
料
の
一
部
分
を
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、

一
部
免
除
さ
れ
た
以
外
の
保
険
料

を
納
付
し
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く

と
未
納
期
間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、必
ず
納
付
が
必
要
で
す
。

一
部
納
付
（
免
除
）
制
度

を
承
認
さ
れ
た
方
へ

納付（免除）の割合 納付額（１カ月分）
年金額への反映割合
＊通常通り納付した
　場合を１とする

３／４納付 １０，５８０円 ５／６

半額納付 ７，０５０円 ２／３

１／４納付 ３，５３０円 １／２

〈一部納付保険料額と年金額への反映割合〉

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
・
・
・

◎
将
来
受
給
す
る
「
老
齢
基
礎
年

　

金
」
の
計
算
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◎
不
慮
の
事
故
に
よ
り
障
が
い
状

　

態
に
な
っ
た
り
、
死
亡
さ
れ
た

　

場
合
に
「
障
が
い
基
礎
年
金
」

　

「
遺
族
基
礎
年
金
」
の
支
給
が

　

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

　

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
後
、

満
額
年
金
に
近
づ
け
る
た
め
に
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
追
納
制
度
）
。
た
だ
し
、
免
除
等

を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合

に
は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
を
上
乗
せ
し
た
額
で
の
納
付
に

な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
、
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
い
た
ハ
ガ

キ
は
、
申
告
す
る
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

無
く
さ
れ
た
と
き
は
・
・
・

　

役
場
住
民
課
町
民
係
・
総
合
支

所
住
民
生
活
課
町
民
生
活
係
で
再

交
付
の
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
必

ず
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書

　
　

大
切
に
！
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７５歳以上の方　必読です！！
～平成２０年度・２１年度の保険料率をお知らせします～

　
　

成
20
年
４
月
か
ら
、
老
人
保

　
　

険
制
度
に
変
わ
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

新
し
い
医
療
制
度
の
概
要
と
平

成
20
年
度
、
21
年
度
の
保
険
料
率

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

と
な
る
被
保
険
者
は
、
75
歳
以
上

の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と

認
定
さ
れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
制
度
の
運
営
は
、
北
海

道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

行
い
、
保
険
料
の
徴
収
や
各
種
申

請
、
届
出
な
ど
の
窓
口
業
務
は
、

各
市
町
村
が
行
い
ま
す
。

　

患
者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
一
部
負
担
金
を
除
い
た
医
療

費
の
負
担
割
合
は
、
被
保
険
者
の

保
険
料
（
１
割
）
、
国
や
道
・
市

町
村
（
約
５
割
）
、
現
役
世
代
か

ら
の
支
援
金
（
約
４
割
）
で
構
成

さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
被
保
険
者
ご
と
に
算

出
さ
れ
、
被
保
険
者
全
員
が
等
し

く
負
担
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額

（
以
下
、
「
均
等
割
額
」
）
と
所
得

に
応
じ
て
負
担
す
る
所
得
割
額
に

区
分
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
の
保
険
料
は
、
均
等
割
額

と
所
得
割
率
か
ら
な
る
「
保
険
料

率
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
、
道
内
均
一
で
す

が
、
１
人
当
た
り
の
平
均
老
人
医

療
給
付
費
が
著
し
く
低
い
市
町
村

の
保
険
料
率
は
、
制
度
施
行
時
か

ら
６
年
間
、
暫
定
的
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
20
年
度
、
21
年
度
の
大
空

町
の
保
険
料
率
は
、
１
年
間
あ
た

り
均
等
割
額
が
４
万
３
，
１
４
３

円
、
所
得
割
率
が
９
．
６
３
％
で

す
。

　

こ
れ
は
、
11
月
22
日
に
行
わ
れ

た
広
域
連
合
議
会
で
制
定
さ
れ
た

保
険
料
条
例
で
決
ま
っ
た
も
の
で

す
。

　

被
保
険
者
が
１
年
間
に
支
払
う

平
成
20
年
度
、
21
年
度
保
険
料
を

試
算
し
た
額
は
、
表
１
の
と
お
り

で
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
年
間
の
限
度

額
は
、50
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

制
度
の
概
要

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

病
気
や
け
が
、
死
亡
に
関
し
て
給

付
を
行
い
ま
す
が
、
申
請
が
必
要

な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

病
気
や
け
が
で
か
か
っ
た
医
療

費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
に
、
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
給

付
さ
れ
る
高
額
療
養
費
や
被
保
険

者
が
死
亡
し
た
場
合
に
給
付
さ
れ

る
葬
祭
費
な
ど
で
、
現
行
の
国
保

や
老
人
保
健
制
度
と
基
本
的
に
は

同
じ
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
「
高
額
介
護
合

算
療
養
費
制
度
」
と
い
う
仕
組
み

が
設
け
ら
れ
、
医
療
で
か
か
っ
た

自
己
負
担
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
負
担
の
合
計
額
が
著
し

く
高
額
に
な
る
場
合
に
、
そ
の
世

帯
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
給
付
を
受
け
る
に

は
、
現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同

じ
く
、
役
場
担
当
窓
口
へ
申
請
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
広
域
連
合
で
は
、
後
期

高
齢
者
に
対
す
る
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す
。
詳
細
は
、
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

①７５歳以上（一定の障がいがある方は６５歳以上）の方が対象になります。

②保険料は広域連合で決まります。原則年金からの天引きとなります。

③被保険者一人ひとりが、負担能力に応じて公平に保険料を支払うことになります。

④被保険者証が一人に１枚交付され、医療機関で診療を受けるときは、この被保険者証のみを提示すること

　になります。

⑤医療機関の窓口での自己負担割合は、現行の老人保健制度と同じく１割（現役並み所得者は３割）です。

⑥医療保険と介護保険のサービスを両方利用して自己負担が著しく重くなる方々の負担を軽減します。

後期高齢者医療制度の主なポイント

仕
組
み

率

申
請
が
必
要
な
も
の

年
間
の
保
険
料

【お問い合わせ先】

　　福祉課保健医療係（内線１０７）

　　住民生活課町民生活係（内線４３４）

　北海道後期高齢者医療広域連合

　　　（ＴＥＬ　０１１－２９０－５６０１）

平成２０年４月から

役

支

平

～後期高齢者医療制度が始まります～
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所
得
が
低
い
世
帯
の
被
保
険
者
は
、

世
帯
全
体
の
総
所
得
金
額
等
の
状
況
に

応
じ
て
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

（
表
２
の
と
お
り
）
。

　

ま
た
、
加
入
す
る
前
日
ま
で
、
被
用

者
保
険
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

方
は
、
こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負
担
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
緩
和
措
置
と
し
て

２
年
間
、
所
得
割
が
か
か
ら
ず
、
均
等

割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
方
々
は
、
特
例
と

し
て
、
平
成
20
年
度
は
保
険
料
を
９
月

ま
で
徴
収
せ
ず
、
そ
の
後
の
半
年
は
均

等
割
額
の
約
１
割
で
あ
る
２
，
１
０
０

円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
災
害
な
ど
で
重
大
な
損

害
を
受
け
た
と
き
や
特
別
な
事
情
で
生

活
が
著
し
く
困
窮
し
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
広
域
連
合
に

申
請
す
る
こ
と
で
、
保
険
料
が
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
原
則
、
介
護
保
険
料
と

同
様
に
、
年
金
か
ら
自
動
的
に
納
付
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万

円
未
満
の
方
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
、
各

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
納
期
ご
と

に
、
納
付
書
な
ど
で
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

軽
減
と
減
免

年
金
か
ら
自
動
納
付

所      得 
（参考：年金収入のみ）

30 万円   
（150 万円）

80 万円
（200 万円）

130 万円
（250 万円）

180 万円
（300 万円）

225 万円
（350 万円）

262.5 万円
（400 万円）

保 険 料 額 12,900 円 79,700 円 136,500 円 184,700 円 228,000 円 264,100 円

① ② ③

所     得 
（参考：年金
収入のみ）

夫
30 万円   

（150 万円）
80 万円

（200 万円）
130 万円

（250 万円）

妻
0円

（50 万円）
0円

（50 万円）
0円

（50 万円）

保 険 料 額
夫 12,900 円 79,700 円 136,500 円

妻 12,900 円 34,500 円 43,100 円

※夫婦２人世帯の場合、夫の年金収入の額で判定する

　と、収入が１６８万円以下は７割軽減、１９２万５

　千円以下は５割軽減、２３８万円以下は 2割軽減で

　す。

※表２の判定方法により、①は３０，２０１円、②は

　８，６３９円が軽減されています。

　この表は、年間の保険料額がどの程度になるかを試算したものです。被保険者それぞれの保険料は、平

成２０年４月以降に送付する保険料決定通知書でお知らせします。

表１　平成２０・２１年度における個人の後期高齢者医療保険料額の試算（年額）

例１）１人世帯の場合

例２）夫婦２人世帯の場合

総　所　得　金　額　等　の　区　分 軽減額（軽減割合） 均等割額

３３万円以下 ３０，２０１円（７割軽減）１２，９４２円

３３万円＋（２４万５千円×世帯に属する被保険者数）以下
※被保険者である世帯主は除く

２１，５７２円（５割軽減）２１，５７１円

３３万円＋（３５万円×世帯に属する被保険者数）以下 ８，６２９円（２割軽減）３４，５１４円

※６５歳以上の方の公的年金等に係る所得については、その所得の金額から特別控除をして１５万円を引

　いた額を総所得金額等として判定します。

※世帯主が被保険者で無い場合でも、その世帯主の所得は軽減判定の対象となります。

表２　均等割額の軽減について

生活支援ハウス入居者募集
　６０歳以上の町民で、生活するのに不安があり、支援を必要

とされる方を対象に、生活支援ハウスの入居者を募集します。

　なお、施設の利用料金等についてはお問い合わせください。

【お申し込み・お問い合わせ先】

　　福祉課高齢者福祉係（内線１１８）

　　保健福祉課高齢者福祉係（６６－２０７０）

○生活支援ハウス女満別ドリーム苑

　　１人用（３２．５０㎡）　１室

○生活支援ハウス東藻琴悠久の里

　　２人用（３２．５８㎡）　１室

募集室数

及び規模

生活支援ハウス女満別ドリーム苑の様子役

支

申込期限　１２月１０日（月）
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おしらせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

【お問い合わせ先】

　大空町役場　

　　　ＴＥＬ　０１５２－７４－２１１１

　大空町東藻琴総合支所

　　　ＴＥＬ　０１５２－６６－２１３１

　ホームページ

　　http//www.town.ozora.hokkaido.jp

１２月の主な行事

　１日（土）第１７回東北海道６人制

　　　　　　　　　　　　バレーボール大会

　　　　　　10:00　女満別Ｂ＆Ｇ海洋センター、ゲートボールセンター

　

　２日（日）第１７回東北海道６人制

　　　　　　　　　　　　バレーボール大会

　　　　　　10:00　女満別Ｂ＆Ｇ海洋センター、ゲートボールセンター

　　　　　　友愛セール＆フリーマーケット

（女満別自治会女性部連絡協議会主催）

　　　　　　10:00　女満別研修会館　

　　　　　　東藻琴小学校開校１００周年記念式典

　　　　　　 9:00　東藻琴小学校

　８日（土）東藻琴高校フレッシュ

　　　　　　　マーケット（実習生産物販売）

　　　　　　 9:00　東藻琴高校

　　　　　　町民芸能祭（東藻琴地区）

　　　　　　13:30　東藻琴農村環境改善センター　

　　　　　　

１５日（土）東藻琴図書館おはなしタイム・古本市

　　　　　　10:30　東藻琴図書館

２０日（木）まちづくり講習会

　　　　　　18:30　議事堂文化ホール

　　　　　　

２８日（金）御用納め

１２月２５日（火）は、

バス

停
留
所
変
更

町　道　民　税　第４期

の納期限です。

　

生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
12
月
号
に
お

い
て
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た

東
藻
琴
消
防
団
月
例
訓
練
の
日
時

が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
変
更
前

　
　

12
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
か
ら

○
変
更
後

　
　

12
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
空
消
防
署
東
藻
琴
出
張
所

　
　
　
　
　

（
６
６
）
３
３
４
４

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
あ
ら
か
じ

め
開
始
届
出
書
を
提
出
し
、
登
録

を
し
て
お
け
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
国
税
に
関
す
る
申
告
や
納
税
、

申
請
・
届
出
な
ど
の
手
続
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

な
お
、
次
の
も
の
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

が
利
用
で
き
る
環
境 

②
電
子
署
名
用
の
電
子
証
明
書　

　

（
電
子
証
明
書
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

　

で
発
行
さ
れ
る
場
合
は
、
Ｉ
Ｃ

　

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
） 

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
申
告

所
得
税
の
申
告
を
す
る
際
、
本
人

の
電
子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を

税

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

あ
わ
せ
て
送
信
す
る
と
、
平
成
19

年
分
か
平
成
20
年
分
の
い
ず
れ
か

１
回
最
大
５
千
円
の
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
源
泉
徴
収
票
や
医

療
費
の
領
収
書
な
ど
の
添
付
が
省

略
で
き
ま
す
。（
書
類
の
添
付
に

代
え
て
、
書
類
の
保
管
が
必
要
で

す
。）

　

詳
し
く
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URL http://www.e-tax.nta.go.jp

変更

国民健康保険税　第９期

　

都
市
間
バ
ス
「
ド
リ
ー
ミ
ン
ト

オ
ホ
ー
ツ
ク
号
」
の
バ
ス
停
留

所
（
の
り
ば
・
お
り
ば
と
も
）
が
、

12
月
１
日
よ
り
岩
原
家
具
店
様
前

に
移
動
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

網
走
バ
ス
株
式
会
社

TEL
０
１
５
２
（
４
３
）
４
１
０
１

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
青

年
、
青
少
年
を
対
象
と
し
た
国
際

交
流
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

事
業
の
詳
細
、
応
募
方
法
等
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
高
校
３
年
生
か
ら
大
人
の
た
め

　

の
冬
期
海
外
派
遣
事
業

○
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の

　

春
休
み
国
際
交
流
事
業

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

TEL
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４
２
１

URL　

h
ttp

://ww
w.k

skk.o
r.j

p

募集

国
際
交
流

消
防
訓
練
日
程
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訓練

女
満
別
空
港

美
幌
地
区

赤い羽根共同募金

歳末

注意

詐
欺
・
盗
難

火
災
予
防
運
動

１２月３１日まで

網
走
地
区

１２月休日当番病（医）院

　

女
満
別
空
港
で
は
、
空
港
内
で

の
航
空
機
火
災
を
想
定
し
、
初
動

体
制
の
強
化
を
目
的
と
し
た
消
防

走
行
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
日

　

毎
月
16
日
（
予
備
日
17
日
、
18

　
日
）
の
午
前
10
時
30
分
か
ら
15

　
分
間

※
航
空
機
の
離
発
着
時
間
に
よ
り

　

開
始
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
訓
練
内
容

　

空
港
内
を
消
防
車
両
が
サ
イ
レ

　

ン
及
び
回
転
灯
を
作
動
し
な
が

　

ら
走
行
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

※救急患者のための診療ですので、一

　般の外来診療を受ける方は、ご遠慮

　ください。

※女満別地区は網走地区の休日当番病

　院に、東藻琴地区は美幌地区の休日

　当番病院にそれぞれ電話するときは、

　忘れずに市外局番０１５２をダイヤ

　ルしてください。

　２日（日）網走厚生病院　　　　　　  ４３－３１５７

　９日（日）青沼医院（網走）　　　 　　４４－２２７７

１６日（日）網走厚生病院　　　　　　  ４３－３１５７

２３日（日）角谷こどもクリニック（網走） ６１－２３３２

２４日（月）後藤田医院（網走）　　　 　４４－６８１１

３０日（日）はまむき医院（網走）　　　 ４４－７３６５

３１日（月）中山医院（網走）　　　　 　４４－７２２７

　２日（日）田中医院（美幌）　　　　　 ７３－２９１３

　９日（日）美幌町立国民健康保険病院　７３－４１１１

１６日（日）玉川医院（美幌）        　７５－２７８０

２３日（日）田畠医院（美幌）　　　　　 ７２－５２２２

２４日（月）美幌耳鼻咽喉科クリニック　７３－３９００

３０日（日）津別病院　　　　        　７６－２１２１

３１日（月）女満別中央病院（大空）　　 ７４－２１８１

内　　科 外　　科

網走厚生病院　　　 　 ４３－３１５７

こが病院（網走）　　　 ６１－０１０１

網走厚生病院　　　 　 ４３－３１５７

こが病院（網走）　　　 ６１－０１０１

網走厚生病院　　　 　 ４３－３１５７

網走中央病院　　　　　４４－８６１１

こが病院（網走）　　　 ６１－０１０１

　

12
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
、
歳

末
火
災
予
防
運
動
が
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
る
た
め
、
火
災
の
起
こ
り
や

す
い
時
季
と
な
り
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
気
を
つ
け
、

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
で
は
、
こ
の
運
動
期
間
中
、

職
員
・
団
員
に
よ
る
歳
末
特
別
警

戒
や
女
性
消
防
団
に
よ
る
高
齢
者

世
帯
へ
の
防
火
訪
問
を
行
な
い
ま

す
。

　

ま
た
、
12
月
25
日
か
ら
31
日
ま

で
、
午
後
７
時
か
ら
30
秒
間
、
啓

蒙
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
空
消
防
署

　
　
　
　
　

（
７
４
）
２
６
１
９

　

大
空
消
防
署
東
藻
琴
出
張
所

　
　
　
　
　

（
６
６
）
３
３
４
４

　

ほ
く
で
ん
の
名
を
か
た
る
盗
難

事
件
や
工
事
代
金
請
求
等
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
く
で
ん
で
は
、
各
家
庭
を
訪

問
し
、
そ
の
場
で
工
事
代
金
を
請

求
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ほ
く
で
ん
の
名
を
か
た
る
不
審

な
工
事
業
者
や
調
査
員
、
集
金
員

な
ど
の
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

次
の
点
を
参
考
に
対
処
し
て
く
だ

さ
い
。

○
不
審
な
訪
問
者
は
家
の
中
に
入

　

れ
な
い
。

○
ほ
く
で
ん
の
社
員
か
ど
う
か
最

　

寄
り
の
ほ
く
で
ん
へ
問
合
わ
せ

　

る
か
、
相
手
に
身
分
証
明
書
の

　

提
示
を
求
め
る
。

○
不
審
だ
と
感
じ
た
時
は
、
警
察

　

へ
１
１
０
番
通
報
す
る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
電
力
㈱
網
走
営
業
所

　
　
　
　
　

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

TEL
０
１
５
２
（
４
３
）
４
１
０
６
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発　
行
／　

大
空
町
役
場
企
画
課
広
報
広
聴
係　

　
　
　
　

〒
０
９
９
－
２
３
９
２　

北
海
道
網
走
郡
大
空
町
女
満
別
西
３
条
４
丁
目
１
番
１
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
１
５
２

）７
４
－
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
１
５
２

）７
４
－
２
１
９
１

●人　口　８，５３４人（―１２）

●　男　　４，１６６人（―　５）

●　女　　４，３６８人（―　７）

●世帯数　３，１７４戸（―　５）

人口と世帯（前月比）

　　　平成１９年１０月末日現在

窓口だより

【e-
m
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】　

inf
o
@to

w
n.o

z
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.
hok

k
aid

o
.jp

【U
　

R
　

L

】　

htt
p
//w

w
w.t

o
wn.

o
zor

a
.ho

k
kai

d
o.j

p
 

広
報　

お
お
ぞ

ら
１

２
月

号

（Ｎ
ｏ

.
２

１

）

１２月の総合支所勤務日
山下町長の１２月の総合支所
勤務日をお知らせします。

４日（火）・２７日（木）

町長室だより

●
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
西　

区　

橋　

本　

幸　

雄
さ
ん　

　
　

母
の
死
亡　

香
典
返
し
を
廃
し
て

○
西　

倉　

鎌　

田　

宏　

惇
さ
ん　

　
　

父
の
死
亡　

香
典
返
し
を
廃
し
て

○
中
央
区　

竹　

林　

利　

子
さ
ん　

　
　

娘
の
死
亡　

香
典
返
し
を
廃
し
て

○
住　

吉　

本　

間　

文　

子
さ
ん　

　
　

夫
の
死
亡　

香
典
返
し
を
廃
し
て

○
昭　

和　

前　

田　

ア　

イ
さ
ん　

　

息
子
の
死
亡　

香
典
返
し
を
廃
し
て

○
巴　

沢　

原　
　
　
　

貢　

さ
ん　

　
　

母
の
死
亡　

香
典
返
し
を
廃
し
て

○
豊　

里　

齋　

藤　

昭　

一
さ
ん　

　
　

父
の
死
亡　

香
典
返
し
を
廃
し
て

○
錦
町
第
３　

室　
﨑
　

雍　

宏
さ
ん　

　
　

母
の
死
亡　

香
典
返
し
を
廃
し
て

▼
女
満
別
小
学
校
へ

○
女
満
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　

児
童
用
図
書
購
入
費
（
30
万
円
相
当
）

▼
女
満
別
幼
稚
園
へ

○
女
満
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
　

　
　

幼
児
用
図
書
購
入
費
（
10
万
円
相
当
）

●
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　　

自
治
会
名　
　

氏　
　
　
　
　

名　
　

年
齢

○
住　

吉　

本　

間　
　

整　

さ
ん　

78
歳

○
昭　

和　

前　

田　

清　

貴
さ
ん　

55
歳

○
西　

区　

橋　

本　

シ　

カ
さ
ん　

91
歳

○
北
一
区　

伊　

藤　

八
重
子
さ
ん　

79
歳

○
西　

区　

楠　

目　

晴　

惠
さ
ん　

98
歳

○
巴　

沢　

原　
　
　

ト
ミ
子
さ
ん　

88
歳

○
豊　

里　

齋　

藤　

佐　

藏
さ
ん　

87
歳

○
錦
町
第
３　

室　
﨑
　

き　

み
さ
ん　

82
歳

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　  

自
治
会
名　
　

氏　
　
　
　
　

名　
　

 

保
護
者

○
豊　

里　

羽　

生　

唯　

那
ち
ゃ
ん　

直
樹
さ
ん

○
栄
町
し
ら
か
ば　

山　

本　

太　

洋
く
ん　

武
史
さ
ん

○
朝　

日　

佐　

野　

小　

晴
ち
ゃ
ん　

一
義
さ
ん

○
公　

園　

村　

居　

大　

造
く
ん　

光
教
さ
ん

○
末　

広　

清　

杉　

諒　

太
く
ん　

 

誠 

さ
ん

○
元
町
第
２　

長　

尾　

瀬　

奈
ち
ゃ
ん　

朋
章
さ
ん

○
住　

吉　

松　

田　

紗
希
奈
ち
ゃ
ん　

俊
行
さ
ん

●
結
婚
お
め
で
と
う

　

自
治
会
名　
　

氏　
　
　
　
　

名

　

山　

園　

畠　

山　

康　

弘
さ
ん

　

網
走
市　

竹　

林　

香　

菜
さ
ん

　　

本　

郷　

福　

田　

和　

彦
さ
ん

　

訓
子
府
町　

今　

野　

綾　

子
さ
ん		


まちづくり講演会まちづくり講演会

～自治基本条例による大空町の魅力あるまちづくり～
自治基本条例って
な～に？

○日　時　１２月２０日（木）　午後６時３０分より

○場　所　大空町役場議事堂文化ホール

○講　師　東北大学大学院法学研究科

　　　　　　　　准教授　　原　田　賢一郎　氏

○テーマ　自治基本条例による大空町の魅力あるまちづくり

○内　容　①自治基本条例とは何か

　　　　　②自治基本条例策定の意義（なぜ必要なのか、策

　　　　　　定のメリットなど）

　　　　　③住民・議会・行政の関わり　他

【お問い合わせ先】

　　企画課行政経営係（内線２１４）役

　　在、大空町では自治基本条例（仮称）の策定に取り組ん

　　でいます。この条例は、住民の皆さんがまちづくりに参

加するためのルールを制度化するもので、当然住民皆さんが

主役となります。そこで、自治基本条例がどのようなものな

のかということを主題として、次のとおり講演会を開催しま

すので、たくさんのご参加をお願いします。

現


